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1　自己免疫性溶血性貧血（A I H A）を併発した

血管免疫芽球性リンパ腫の一例

有 賀 諭 生 ・ 今 井 洋 介 ・ 石 黒 卓 朗

張 高 明 ・ 根 本 啓 一 * ・ 本 間 慶 一 *

太田玉紀 *

新潟県立がん セ ン タ ー

新潟病院内科

同 病理部 *

血管免疫芽球性リ ン パ腫 ( 以後 AI L T) は高齢

者 に 好発 し, 急激な経過 を た ど る予 後不良 な

a g g r e s si v e ly m p h o m a で ある . 今回我々 は
,
全身

倦怠感 ,
全身の リ ンパ 節腫脹にて 発症 し, 自己免

疫性溶血性貧血 ( 以後 AI H A) を合併した A I L T

の
一

例を経験 した の で報告する .

症例は, 5 4 歳女性, 平成 1 4 年1 0 月発症. 近医

にて診断中, 1 2 月 4 日突然の 貧血 ( H b 6 .4) が 出

現, 血球会食症候群の 合併を疑い , 1 2 月 5 日当科

紹介入院. 同日よりス テ ロ イ ドパ ル ス 療法を施行 .

間接ビリル ビン の上昇, ク ロ ス マ ッ チ で全ての 不

規則抗体陽性
, 直接 ･ 間接ク ー ム ス試験陽性の た

め
, 本症例の 貧血は血管免疫芽球性丁細胞 リ ン パ

腫 による続発性 A I E A と考 えられた .

診断確定日より C ⅢO P 療法を開始 し
,
3 コ

ー ス

を終了 した現在, 全て の症状は消失した . A I L T に

対する標準的な治療は確立して い な い が
,
1
st
li n e

で の 造血幹細胞移植を併用した治療が その生命予

後の 改善に 期待されて い る .

43 5

2 　心タンポナーデで発症したp r i m a r y  e f f u -

s i o n  l y m p h o m a （ P E L ） の 一 例

池 田 春 夫 ・ 野 本 優 二 ・ 新 国 公 司

高井和江・真田雅好��

新潟市民病院内科

症例は H Ⅳ 陰性の 7 5 歳男性. 呼吸困難 と全身

の 浮腫を主訴に来院した . 既往歴 , 家族歴 は特記

な し .

胸部 Ⅹ線にて 心拡大と 多量の 両側胸水を認め
,

心 エ コ ー

,
C T にて心嚢液の貯留を確認 し, 心 タ

ンボ ナ
-

デ の診断にて入 院した . 心嚢液細胞診に

て di 血 s e l a r g e B c ell ty p e ly m p h o m a と診断 (細

胞表面抗原 は C D 1 9
,
C D 2 0

,
C D 2 5 が陽性) . 染色

体分析 は検索できて い な い が, サザ ン プロ ッ ト法

にて c -

m y c 遺伝子の再構成 は認め られなか っ た .

身体所見, 画像診断上, 体表, 体腔内の リ ンパ 節

の 腫 脹 は なく い わゆ る p ri m a r y eff u si o n ly m
-

p b o m a と考え られた .

検査で は L D Ⅲ 軽度上昇
,
軽度腎障害を認め た .

可溶性I L
-

2 レ セ プタ ー は 7 5 7 d/ m l と上昇は軽度

で あ っ た ･ V i r o l o g i c al と し て は H I V
,
H C V

,

H B s A g , E B V , H H V - 8 い ずれも陰性で あ っ た .

P E L は H IV 感染者をは じめ とする 免疫不全患者

に カポ ジ肉腫 関連 ヘ ル ペ ス ウ イ ル ス ( K a p o si
'

s

s a r c o m a
-

a s s o ci at e d b e r p e s vi r u s
- E H V - 8) が

感染す る こ と によ る高悪性度 B 細胞性リ ン パ腫

と されて おり
,
本例は典型的な P E L と は様相が

異な っ た . 治療 と して は リ ン パ 腫の 治療に順 じ

T
-

C O P を施行 したと こ ろ速や か な心嚢液の 減少

を認め
, 完全寛解が得 られ現在も再発なく経過 し

て い る .

本症例 は検 査 , 経過 より典型 的 な P E L と も

B u r ki仕 リ ンパ 腫に おける p ri m a ry ly m p h o m at o u s

e ff u si o n (P L E) と も相違点 の ある稀 な症例 と考

えられる の で報告する.


